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に
伴
う
人
口
の
急
増
と
都
市
問
題
の
深
刻
化
、
不
安
定
な
ェ
ネ
ル

二
―
世
紀
に
向
か
う
地
球
社
会
は
、
発
展
途
上
国
の
人
口
爆
発

が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

国
土
空
間
の
新
し
い
未
来
像
を
求
め
て
四
全
総
展
望
作
業
の
中

か
ら
国
土
庁
編
集
の
『
日
本
、
二
十
一
世
紀
へ
の
展
望
』
の
一
節

を
、
基
本
的
な
見
方
、
理
解
の
原
点
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

―――

世
紀
に
向
け
て
、
世
界
の
人
口
は
、
人
類
が
か
つ
て
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
速
度
で
急
速
な
膨
脹
を
続
け
て
い
る
。
国
連
の

推
計
に
よ
れ
ば
、

一
九
五
0
年
の
二
五
億
人
か
ら

一
九
八

0
年
に

は
四
四
億
人
と
な
っ
た
世
界
人
口
は
、
二

0
0
0年
に
は
六
一
億

人、

二
0
二
五
年
に
は
八
二
億
人
に
逹
し
、
四
五
年
間
で
は
ほ
ぼ

倍
増
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
口
増
加
の
ほ
と
ん

ど
は
発
展
途
上
地
域
に
お
い
て
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

地
域
の
消
費
水
準
の
向
上
と
人
口
増
加
の
速
度
を
考
慮
す
れ
ば
、

食
糧
、
資
源
ェ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
を
め
ぐ
る
世
界
の
需
給
バ
ラ
ン
ス

を
変
え
る
可
能
性
の
高
い
時
代
へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
、

二
―
世
紀
に
は
地
球
的
規
模
の
環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
変
動
に
伴
う
あ
つ
れ
き

や
自
然
の
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
世
界
各
国

が
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
地
球
的
規
模
で
協
調
し
て
い
く
こ
と

ギ
ー
、
食
糧
問
題
、
地
球
的
規
模
の
環
境
問
題
な
ど
の
厳
し
い
局

面
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ら
諸
問
題
に
対
応
す
る
こ

と
は
、
調
和
の
と
れ
た
地
球
社
会
の
発
展
の
た
め
に
極
め
て
重
要

な
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
有
史
以
来
今
日
ま
で
、
豊
か
な
物
質
文
明
の
形
成
に
大

ぎ
な
貢
献
を
果
た
し
て
き
た
技
術
革
新
は
、
こ
の
よ
う
な
地
球
レ

ベ
ル
で
の
制
約
条
件
の
も
と
で
経
済
社
会
の
広
範
な
分
野
で
進
展

し
、
ニ

―
世
紀
の
新
た
な
文
明
を
切
り
開
い
て
い
く
上
で
大
き
な

役
割
を
果
た
す
可
能
性
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
世
界
の
文
明
は
、
時
代
時
代
に
よ
っ
て
そ
の
中
心

を
変
え
て
き
て
い
る
。
近
年
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
で
西
海
岸
地
域
の

重
要
性
が
高
ま
る
一
方
、
わ
が
国
を
は
じ
め
と
す
る
西
太
平
洋
地

域
の
発
展
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
経
済
活

動
の
中
心
は
、
環
大
西
洋
地
域
か
ら
環
太
平
洋
地
域
へ
と
移
行
し

つ
つ
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
環
太
平
洋
地
域
は
欧
米
の
文
明
か
ら

東
洋
の
文
明
に
わ
た
る
異
質
で
多
様
な
文
明
が
混
在
す
る
活
力
に

満
ち
た
地
域
で
あ
り
、
高
度
な
情
報
化
と
、
省
資
源
、
省
ェ
ネ
ル

ギ
ー
技
術
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
技
術
革
新
が
進
展
す

る
な
か
で
、
経
済
交
流
、
文
化
交
流
が
一
層
活
発
と
な
り
、
豊
か

な
心
と
生
活
を
重
視
し
た
ニ
―
世
紀
の
地
球
社
会
の
発
展
を
支
え
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の
姿
勢
を
強
め
た
り
、
逆
に
内
向
き
に
転
じ
た
り
し
て
い
る
。
概

他
方
、
長
期
的
に
み
た
世
界
の
食
糧
需
給
が
、
発
展
途
上
国
を

派
遣
や
鎖
国
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
時
代
に
よ

っ
て
外
向
き

題
が
生
じ
て

い
る
。

わ
が
国
に
目
を
転
ず
る
と
、
今
後
ニ―

世
紀
に
向
け
て
高
齢
化

が
進
み
、
人
口
の
増
勢
鈍
化
の
な
か
で
ニ
―

世
紀
に
は
世
界
で
も

有
数
の
高
齢
化
社
会
の
到
来
が
確
実
視
さ
れ
、
わ
が
国
経
済
社
会

に
プ
ラ
ス
、
マ
イ
ナ
ス
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ソ

。ハ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
欧
米
先
進
国
へ
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
を
ほ
ぼ
終
え
た
わ
が
国
は
、
今
後
世
代
の
交
代
な
ど
に
伴
う
価

値
観

の
多
様
化
や
文
化
志
向
の
高
ま
り
な
ど
、
経
済
社
会
が
成
熟

化
に
向
か
う
な
か
で
、
そ
の
活
力
を
い
か
し
て
培
っ
て
い
く
か
が

重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

活
力
の
保
持
の
た
め
に
は
、
公
正
で
自
由
な
競
争
が
可
能
な
社

会
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
枠
組
み
を
維
持
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
以
上

か
つ

に
濶
達
な
精
神
の
発
展
を
支
え
る
教
育
や
研
究
開
発
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
は
も
と
よ
り
、
異
文
明
と
の
直
接
的
な
接
触
の
強
化
と

い
う
意
味
で
、
国
際
化
の
一
層
の
進
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る。
わ
が
国
の
世
界
に
対
す
る
対
応
の
変
遜
を
み
る
と
、
遣
唐
使
の

み
よ
う
。

J

こ
で
「
新
し
い
農
業
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
視
点
を
あ
て
て

る
新
た
な
文
明
が
、
こ
の
地
域
で
展
開
す
る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ

て
い
る
。

し
て
い
え
ば
、
今
日
の
時
代
は
、
高
度
成
長
の
時
代
を
通
じ
て
国

際
的
な
交
流
の
機
会
は
大
幅
に
拡
大
し
、
最
も
国
際
的
な

つ
な
が

り
を
強
め
つ
つ
あ
る
時
代
の

―
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
今
後
と

も
、
わ
が
国
が
積
極
的
に
国
際
化
を
進
め
、
そ
れ
に
伴
う
社
会

的、

経
済
的
コ

ス
ト
を
負
担
し
つ
つ

、
真
に
世
界
に
開
か
れ
た
国

家
、
世
界
に
開
か
れ
た
国
土
を
形
成
し
て
い
く
こ
と
が
、
国
民
の

活
動
の
基
盤
と
し
て
の
ニ

一
世
紀
の
国
土
を
考
え
て
い
く
上
で
大

き
な
課
題
と
な
ろ
う
。

わ
が
国
の
農
業
は
、
高
度
成
長
期
を
中
心
と
す
る
経
済
の
急
速

な
拡
大
過
程
に
お
い
て
、
高
水
準
な
農
地
の
潰
廃
、

麦
類

・
大
豆

な
ど
の
自
給
率
低
下
、
農
業
労
働
力
の
高
齢
化、

第
二
種
兼
業
農

家
の
著
し

い
増
加
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
食
糧
生
産
の

た
め

の
基
盤
が
弱
ま
り
、
土
地
利
用
型
農
業
部
門
で
の
経
営
規
模
の
拡

大
に
よ
る
経
営
構
造
の
体
質
強
化
が
遅
れ
、
ま
た
農
村
地
域
で
は

兼
業
化

・
混
住
化

・
高
齢
化
な
ど
に
よ
る
社
会
的
な
機
能
の
低
下

や
貴
重
な
緑
資
源
の
減
少、

そ
の
管
理
の
水
準
の
低
下
な
ど
の
問
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中
心
と
す
る
人
口
の
爆
発
的
増
加
、
新
た
な
農
用
地
開
発
の
限
界

性
な
ど
に
よ
り
楽
観
を
許
さ
ず
、
特
に
異
常
気
象
な
ど
に
対
す
る

ぜ
い
弱
性
が
強
ま
る
な
か
に
あ
っ
て
、
わ
が
国
に
対
し
て
も
、
世

界
の
食
料
需
給
の
安
定
に
貢
献
す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ

よ
う
。
ま
た
国
民
か
ら
は
、
農
業
に
対
し
て
、
輸
入
と
の
適
切
な

組
み
合
わ
せ
の
な
か
で
、
良
質
の
食
糧
を
コ
ス
ト
の
逓
減
を
は
か

り
つ
つ
、
非
常
時
へ
の
対
応
を
含
め
て
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
公
的
管
理
と
農

村
社
会
の
活
力
に
よ
り
、
土
地
、
水
、

緑
と
い
っ
た
国
土
の
資
源

を
良
好
に
管
理
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
高
度
成
長
か
ら

安
定
成
長
へ
の
移
行
や
最
近
に
お
け
る
農
業
内
部
の
新
し
い
変
化

は
、
農
業
が
こ
の
よ
う
な
要
請
に
こ
た
え
る
た
め
の
条
件
を
作
り

出
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
よ
う
。

農
業
が
太
陽
ェ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
な
ど
の
永
続
的
資
源
を
有
限
な

土
地
の
上
で
効
率
的
に
利
用
す
る
産
業
で
あ
る
と
い
う
特
質
は
、

二
―
世
紀
に
入
っ
て
も
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
現
在
そ
の
萌
芽
を
み
せ
つ
つ
あ
る
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
、
発
展

・
普
及
が
期
待
さ
れ
て
い
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

技
術
な
ど
は
、
農
業
生
産
の
効
率
性
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
、
あ

る
も
の
は
土
地
資
源
の
有
限
性
を
緩
和
さ
せ
る
方
向
に
働
く
こ
と

に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
ニ
―
世
紀
に
向
け
て
大
幅
な
進
展
が
予

想
さ
れ
る
細
胞
融
合

・
遣
伝
子
組
換
え
な
ど
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
よ
る
品
種
改
良
や
、
新
し
い
病
害
虫
防
除
技
術
の
開
発
、

コ
ソ
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
情
報
処
理
、
ロ
ボ
ッ
ト
作
業
機
な
ど
の

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
の
栽
培
管
理
へ
の
応
用
な
ど
に
よ
り
、

農
業
の
生
産
や
品
質
の
著
し
い
向
上
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
は
、
食
糧
生
産
力
を
拡
大
す
る
可
能
性

を
開
く
の
み
な
ら
ず
、
農
業
を
就
業
者
に
と
っ
て

一
層
魅
力
あ
る

新
し
い
産
業
と
す
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
新
し
い

技
術
を
大
胆
か
つ
合
理
的
に
取
り
入
れ
る
企
業
的
な
農
業
経
営
体

は
、
高
度
な
頭
脳
と
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
青
壮
年
層
を
そ
の
な

か
に
持
つ
農
家
、
農
業
集
団
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
日

本
農
業
の
担
い
手
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。

今
後
ニ
―
世
紀
に
か
け
て
の
農
業
構
造
の
変
化
の
潮
流
を
展
望

す
る
と
、
農
業
労
働
力
の
一
層
の
高
齢
化
に
よ
る
世
代
交
代
や
利

用
権
設
定
な
ど
に
よ
る
農
地
流
動
化
の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
農
業

構
造
は
、
先
進
的
な
経
営
体
と
生
き
が
い
的
営
農
を
志
向
す
る
も

の
と
へ
の
分
化
が
徐
々
に
進
む
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
農
業
を
こ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
に
定
着
さ
せ
る
こ
と

は
、
現
在
の
動
向
を
考
慮
す
れ
ば
や
さ
し
い

こ
と

で
は
な
く
、
ま
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た
、
国
民
の
わ
が
国
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、
農
業
の
基

礎
的
手
段
で
あ
る
土
地
、
水
な
ど
の
資
源
を
量
・
質
両
面
に

お
い

て
確
保
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

農
地
は
、
長
期
に
わ
た
る
日
本
人
の
投
資
と
利
用
の
蓄
積
で
あ

る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
日
本
人
の
食
糧
の
基
盤
と
も
な
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
生
産
性
の
向
上
が
地
力
の
減
退
な
ど
に

結
び
つ
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
農
業
技
術
の
開
発
、
普
及
、

農
地
流
動
化
の
促
進
、
農
業
に
意
欲
を
持
つ
人
々
に
対
す
る
積
極

的
な
支
援
、
農
村
生
活
の
た
め
の
自
主
的
な
活
動
の
促
進
な
ど

の

ほ
か
、
大
規
模
農
業
を
可
能
と
す
る
農
業
生
産
基
盤
の
撒
備
、
情

報
化
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
盤
備
な
ど
を

進
め
、
同
時
に
、
農
業
構
造
の
変
化
を
踏
ま
え
、
先
進
的
経
営
体

に
焦
点
を
合
わ
せ
た
農
産
物
価
格
政
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
、

長
期
的
に
は
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

鹿
児
島
県
は
農
業
県
で
あ
り
畜
産
の
主
要
県
で
あ
る
。
食
糧
の

供
給
基
地
を
県
政
推
進
の
最
も
中
心
的
な
柱
と
し
て
推
進
が
な
さ

れ
て
い
る
。
土
地
条
件
、
気
象
条
件
は
他
に
最
も
優
れ
た
も
の
を

も
っ
て
い
る
。
要
は
創
造
性
と
協
同
の
力
、
継
続
性
で
あ
ろ
う
。

南
の
基
点
づ
く
り
を
め
ざ
す
総
合
開
発
計
画
は
、
ニ
―
世
紀
に

向
け
て
飛
躍
的
な
発
展
と
住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
「
活
力

と
ぬ
く
も
り
に
み
ち
た
偉
大
な
鹿
児
島
県
の
創
造
」
を
合
い
言
葉

に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
期
待
は
大

で
あ
る
。

わ
が
町
は
そ
の
中
で
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
、
優
れ
た
町
民
性
を

基
盤
と

し
て
、
心
豊
か
な
町
、
生
産
と
創
造
の
町
と
し
て
そ
の
土

台
を
築
い
て
き
た
。
そ
の
足
跡
は
尊
く
評
価
も
高
い
。
し
か
し
、

時
代
は
変
遷
す
る
。
せ
っ
か
く
の
素
材
が
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ

し
い
新
素
材
と
し
て
生
か
さ
れ
、
さ
ら
に
認
識
を
高
め
、
総
合
カ

を
結
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
価
値
は
限
り
な
く
向
上
す
る
こ

と
で
あ
ろ
う
。
「
老
年
の
知
恵
、
壮
年
の
創
造
と
活
力
、
若
人
の

情
熱
」
は
そ
の
土
嬢
と
な
り
、
発
展
へ
の
原
動
力
と
な
ろ
う
。

空
港
と
と
も
に
生
ぎ
る
町
、
夢
は
大
き
い
。
空
港
の
発
展
と
と

も
に
南
九
州
の
中
核
を
な
す
交
通
の
拠
点
、
や
が
て
空
港
地
下
鉄

の
実
現
も
こ
れ
ま
た
夢
で
は
な
い
。
空

・
陸
交
通
の
接
点
、
人
が

動
き
、
物
が
動
く
。
ま
さ
し
く
経
済
活
動
の
原
則
、
原
点
で
あ

る。
大
い
な
る
期
待
と
可
能
性
を
秘
め
た
「
み
ぞ
べ
」
人
を
つ
く

り
、
土
を
つ
く
り
、
水
を
つ
く
り
、
魂
を
つ
く
ろ
う
。
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第53図 鹿児島県の国際ネ ットワーク
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第8部 明日への期待

第54図 鹿児島県開発概要図
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天
皇
陛
下
崩
御



国
民
の
服
喪

官
公
署

一
月
七
日
か
ら
六
日
間

一
般

陵
所

平
成
元
年
一
月
三
十
一
日

平
成
元
年
二
月
二
十
四
日

武
蔵
陵
墓
地

御
在
位
六
十
二
年

大
喪
の
礼

八
十
七
歳
八
ヵ
月
）

昭
和
天
皇
追
号
奉
告
の
儀

一
月
七
日
・
八
日

昭
和
六
十
四
年

一
月
七
日
午
前
六
時
三
十
三
分
崩
御
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皇
太
子
明
仁
親
王
御
即
位



朝

見

の

儀

平
成
元
年
一
月
九
日

（剣
璽

（

国

璽

（

御

璽

承

継

の

儀

新

天

皇

即

位

昭
和
六
十
四
年
一
月
七
日

（
第
百
二
十
五
代
）
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: 新
塁 ., ., 冗

月
地平 内ロ平万

八
かか

日
に に

か 天成 外 平
ら る成
施 ーるL— 
行

、午-. 書 史成

塁
経記

時• --
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-． 
．． -． 
-[金.
知i -.-時． 
．． ．． ．． 

．．． 

i時i36時~会{県i．． ．． ．． ー・.-.-．． 社i島汀|」郎二和}制}．． ．． ．． .. "p. 代i児：以二四．． ．． ••• ．． •-．．． ー・.-――町i焉―― 
．． 近i昭鹿一

五i有

蓋-4

-7. 
i3 

1971 I 1970 1969 西
麿

昭 昭 昭
年

和 和 和
四 四 四 ＿ロ弓

ノ，‘ 五 四

0
鹿
児
島
県
知
事
及
び
県
議
会
議
員

一
般
選
挙
（
四
月
）

〇
溝
辺
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
四
月
）

0
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
六
月
）

0
九
州
縦
貰
自
動
車
道
計
画
発
表
（
六
月）

0
県
営
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
基
本
調
査
着
手

〇
集
団
茶
園
一

七
じ
設
置

〇
茶
冷
蔵
庫
第
一
貯
蔵
庫
設
置

（
六
月
）

0
沖
縄
返
還
協
定
調
印
式
（
六
月
）

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
着
工
（
八
月
）

〇
溝
辺
町
長
期
振
典
計
画
策
定
（
八
月
）

〇
溝
辺
町
地
籍
調
査
事
業
着
手

＠
第
一
一
一
次
佐
藤
内
閣
成
立
（
一
月
）

0
内
之
浦
東
大
宇
宙
航
空
研
、
ラ
ム

ダ
4
S
五
型
人
工
衛
星
「
お
お
す
み
」
と
命
名
（
二
月）

0
日
本
万
国
博
覧
会
開
幕
(
-
―
一月
11
九
月
十
――一
日
閉
幕
）

0
新
鹿
児
島
空
港
起
工
式

（三
月
）

0
前
町
長
岩
下
司
馬
氏
、
町
及
び
農
協
合
同
葬
(
-
―
―
月
）

〇
溝
辺
町
長
選
挙
及
び
議
員
補
欠
選
挙

（
五
月
）

〇
農
村
集
団
電
話
設
置
（
五
月
）

0
国
鉄
鹿
児
島
本
線
全
線
電
化

(
+
月
）

0
町
道
陵
南
線
新
設

国

0
第
一
次
県
政
発
展
計
画
策
定
（
六
月
）

0
日
石
原
油
基
地
発
足
（
九
月
）

〇
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
十
二
月
）

県

町

史
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年 表

近代社会時代
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-

昭 和時代

鹿児島県知事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

金 丸三 郎

町制時代
•• ·· ·················· ··· ··· ···························································································································· ···· 
有馬四郎

1973 1972 

昭
和
四
八

昭
和
四
七

〇
農
業
振
興
地
域
指
定

0
町
道
上
床
線
新
設

0
町
上
水
道
給
水
開
始
（
十
二
月）

0
自
動
電
話
開
通
（
十
二
月
）

0
空
港
県
営
駐
車
場
管
理
委
託
開
始

0
沖
縄
復
帰
（
五
月
）

0
九
州
新
幹
線
基
本
計
画
決
定
（
六
月
）

R
田
中
内
閣
発
足
（
七
月
）

0
国
民
体
育
大
会
（
太
陽
国
体
）
夏
季
大
会

（
九
月
）

0
日
中
国
交
正
常
化
の
共
同
声
明
（
九
月
）

R
天
皇
陛
下
、
国
民
体
育
大
会
（
太
陽
国
体
）
に
行
幸
、
高
屋
山
陵
に
ご
参
拝

0
国
民
体
育
大
会

（
太
陽
国
体
）
秋
季
大
会
(
+
月
）

0
第
八
回
身
体
障
害
者
ス
ボ
ー
ツ
大
会

(
+
一
月
）

0
第
一＿―
-―
-回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
十
二
月
）

0
ナ
ウ
ル
航
空
路
開
設
（
十
二
月）

0
空
港
騒
音
対
策
移
転
工
事
開
始
（
中
野
）

0
土
地
政
策
要
網
決
定
（
一
月
）

0
国
民
総
生
産
名
目
二
九

0
兆
五
0
0
0
億
円
(
-
四
•
五
行
増
）

0
町
村
土
地
開
発
公
社
溝
辺
町
支
社
設
立
（
三
月
）

0
石
油
値
上
げ
(
-
―
•

九
行
）

〇
陵
南
小
・

溝
辺
中
防
音
工
事

0
ね
た
き
り
老
人
巡
回
入
浴
事
業
開
始
（
九
州
第
一
号
）

〇
溝
辺
郵
便
局
現
在
地
へ
移
転
（
六
月）

〇
此
協
荒
茶
加
工
場
完
エ
（
六
月
）

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
加
治
木
＼
石
峯
間
用
地
妥
結
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近代社 会 時代 時
代

ー· ······•········ ········ ·····•········ · ············ ·· · ········ ········· ············ ·············· · · ····· · · ········· ·········· ············ · ······

昭和時代 雰
鹿児島県知事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ●|県
金 丸三郎

町制時代
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 町
5 有馬四郎

1975 1974 西
暦

昭 昭
年和 和

五 四 万ロ

゜
九

0第 0沖縄 0鹿児島 0新 0溝 0十 0 優良 0十 0金 0掛網Ill三R0本H0 台風 0く0 参議院 0溝 0上 0町 0町 0 鰭ー 0 九 0陵南 0 溝
ー 海 幹線辺 三 ⇒割池 木内の一み 辺床総上次縦貫州自 辺
回県岡 町 人 六 あ議町公合水石 町

歩汗樽会覧開知山 小学校新塚原 と 塚原改修改修足閣発口号襲来い通常選員長固児童遊園 グ道第 油 小プ撼
け 事 博多問1 土 し畑 ー 食 及ぴ ラ ・ 動道吉車 1土歩け及ぴ 地て地工工＾億品 ウニ電 ル

大会式県議 築第改良 全国 帯総事事着 二1・一〇〇〇 九^^ 九学補議員欠選挙 ソド水源費規制力消 完工史発刊
会 業開一 設区 町合 エ '---'月 '---'月 州新進 ＾ 地完完 田 ＾ 
＾＾期村土 七成成 十
青年ヒ会議員^i新 エ 立会 地 万 月 設建 ＾＾ 加菜1 ―1国
月 完争認か改I良 人のツ 五 三 ＾ ツ月シ ー 可 ら 突 ＾月月一
ッ団 般選 工発足表彰 破 前色 五 '-../'-../月問

月ヽ ツ開 I 県
挙幹＾＾ 業操 通
＾線 ニ ーエ ＾ ，． 
四昭 月月 開 十

月ヽ 和＝ ‘‘ 始 I町
干 ~ 
九 I史
年
十

贔
業
ヽ
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年 表

近代社会時代
·········· · ····· ··· ··· ········· · •• ··········· ····•···•· · ··· ● ● ← .................  ● ● ● —..... ● ● ● —ー・ー・.. . ..............、... . .・・・..ーー・・・・・・・............ー・・・・・--

昭 和時代

鹿児島県知事
→ - - - ·-·-- -• -·----··-·--··-·········· - ·- -- ---·-----·-··----·--·-··--·-··-······· ························• -- • - -·--·-- - - - ·----·- - -·- - --- -· -· ··-··· - ·· ---- ····· 

38 金丸三郎

町 制 時 代

有 馬 四 郎

1976 

昭
和
五

0
都
市
計
画
地
域
指
定
（
九
月
）

〇
陵
南
小
学
校
第
二
次
防
音
工
事
完
了

0
鹿
児
島
精
機
跨
操
業
開
始
(
+
月
）

0
林
業
構
造
改
善
事
業
着
手

〇
溝
辺
町
民
歌
発
表

(
+

一
月）

（
一二
月）

0
通
産
省
不
況
脱
出
宣
言
（
一
二
月
）

0
上
床
公
園
に
桜
―

1
0
0
0
本
植
樹
（
日
本
さ
く
ら
の
会
）

〇
溝
辺
小
学
校
新
築
第
二
期
工
事
完
工

〇
溝
辺
小
学
校
移
転
開
始
（
四
月
）

0
鹿
児
島
県
で
集
中
豪
雨
の
た
め
シ
ラ
ス
地
帯
が
崩
れ
三
五
人
死
亡
（
シ
ラ
ス
の
弱
さ
が
問
題

と
な
る
）

0
新
千
円
札
登
場
（
七
月
）

0
台
風
一
七
号
襲
来
（
九
月
）

11
農
林
被
害
――――

九
三
億
ニ

ニ
0
0万
円

0
天
皇
陛
下
御
在
位
五

0
年
記
念
式
典

（十

一
月）

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
加
治
木
ー
溝
辺
間
（
七

・
七
心
げ
）
開
通
（
溝
辺
鹿
児
島
空
港
I
C
)

（
十
一
月
）

④
福
田
内
閣
発
足

〇
農
業
公
社
牧
場

（
酪
農
）
設
置

0
県
道
白
石
論
地
城
線
改
良
完
工

〇
網
掛
川
改
修
工
事
（
災
害
関
連
）
完
工

〇
麓
共
同
利
用
施
設
建
設

0
町
立
歯
科
診
療
所
開
設
（
鹿
児
島
大
学
）

0
町
道
石
原
丹
生
附
線
改
良
工
事
着
工

〇
溝
辺
小
学
校
創
立
一

0
0周
年
記
念
式
典
(
+
一
月
）

0
松
山
績
氏
、
名
苔
町
民
表
彰
(
+
一

月）

0
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
十
二
月
）
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時代区分県町

iニ―-・-―＿ー
]ニ―-・――_

『一

ー＿

.-

―― 

代応璽人代i郎-― 

時~知i~~i要~時i四-f 一恨一県i会~ノー~~田~~島i{ー側二馬社一・打[-―-£J-一ゴ—＿ー

代]児i鎌

一亨有近孟叩鹿{39

1978 I 1977 I 西
暦

昭 昭 年
和 和
五 五 方Fコ

〇
溝
辺
中
学
校
第
二
期
改
造
工
事
完
了
（
一
月
）

0
県
サ
ン
ラ
イ
フ
運
動
始
ま
る
（
四
月
）

0
県
立
農
業
大
学
校
開
設
（
四
月
）

〇
活
動
火
山
対
策
特
別
措
置
法
公
布
（
四
月
）

〇
溝
辺
町
長
及
び
議
員
補
欠
選
挙
（
五
月
）

国

県

町

史

〇
農
協
肉
豚
肥
育
セ
ン
タ
ー
建
設

0
鹿
児
島
県
知
事
選
挙

（
二
月）

〇
陵
南
幼
稚
園
園
舎
完
エ
（
三
月）

0
鎌
田
要
人
県
知
事
就
任
（
三
月）

0
町
結
核
予
防
婦
人
会
、
結
核
予
防
協
会
か
ら
表
彰
（
四
月
）

0
県
農
村
振
興
運
動
ス
タ
ー
ト
（
七
月
）

0
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
七
月
）

0
西
郷
南
州

一
0
0年
記
念
式
典
（
九
月
）

〇
溝
辺
小
学
校
プ
ー
ル
（
ス
テ
ソ
レ
ス
）
完
エ
（
九
月
）

0
鹿
児
島
大
学
歯
学
部
開
設
(
+
月
）

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
吉
田
ー
鹿
児
島
間
開
通

0
家
畜
管
理
施
設
建
設

〇
葉
た
ば
こ
共
同
乾
燥
施
設
建
設

〇
役
場
庁
舎
新
築
設
計
着
手

0
学
校
給
食
セ
ソ
タ
］
新
築
移
転

0
白
蓮
保
育
園
開
園

0
県
民
体
操
決
ま
る

〇
陵
南
（
旧
玉
利
）
小
学
校
創
立
一

0
0周
年
記
念
式
典
(
+
二
月
）
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年 表

近代社 会 時代
· ··· ············· · ··· ····· · ·· ··· ·•····· ··················· ·· ······· ·· · · · · · ··· ·· ········· ········· ····· ·· ·········· ···· ····················· · → ・・・・・・・ ・・・・・・・ 

昭 和時代

鹿児島県知事
················•······················· · ··· ·········· · ······················· ··· ········ ····· ············· ······· ···························· · •··· · ·· ······ 

鎌 田 要 人

町 制時代
· ·· ·· ·· ·•········ ···································· · ···· ······· ······· ···· ····· ········ ······ ······ ···· ·········· ··· ········· ··· ·· · ·· ·•· ·· · ·····•···· ···· 

6 有馬 四郎

1979 

昭
和
五
四

〇
溝
辺
町
役
場
新
庁
舎
着
工
（
五
月
）

0
県
総
合
計
画
策
定
（
六
月
）

〇
農
林
省
を
農
林
水
産
省
と
改
称
（
七
月）

〇
厚
生
省
発
表
昭
和
五
十
二
年
の
平
均
寿
命
男
七
ニ
・
六
九
歳
、
女
七
七
・
九
五
歳

0
鹿
児
島
高
槻
電
器
溝
辺
工
場
操
業
開
始
（
七
月
）

0
竹
山
ダ
ム
定
礎
式
(
+
月
）

0
円
対
ド
ル
レ
ー
ト
欧
米
市
場
一
七

0
円
台

東
京
市
場

一
七
八
円
五

0
銭

0
林
業
構
造
改
善
事
業
完
了

R
大
平
内
閣
発
足

〇
役
場
旧
庁
舎
閉
庁
式
（
一
月
二
十
五
日
）

0
新
庁
舎
で
業
務
開
始
（

一
月
二
十
九
日
）

0
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
四
月
）

0
町
議
会
議
員
一

般
選
挙
（
四
月
）

0
町
制
二
0
周
年
記
念
式
典
及
び
新
庁
舎
落
成
記
念
式
典
（
三
月
二
十
五

H
)

0
竹
子
小
学
校
新
築
弟
一

期
工
事
（
校
舎
）
完
成

（
三
月）

0
特
攻
慰
霊
碑
除
幕
式
（
四
月
）

0
町
社
会
福
祉
協
議
会
法
人
認
可
（
四
月
）

0
鹿
児
島
湾
ブ
ル
ー
計
画
公
表
（
五
月
）

0
県
議
会
一

0
0年
記
念
式
典
（
七
月
）

〇
衆
議
院
議
員
総
選
挙
(
+
月
）

0
日
盟
本
線
（
南
宮
崎
—
西
鹿
児
島
間
）
電
化

（
十
月
）

0
青
少
年
育
成
町
民
会
議
結
成
(
+
一
月
）

0
行
少
年
育
成
の
町
宣
言

(
+
一
月
）

0
青
少
年
の
家
建
設
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1980 

昭
和
五
五

西
暦
一
年

号

0
竹
子
小
学
校
第
二
期
工
事
（
体
育
館
）
完
工

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
溝
辺
ー
栗
野
問
開
通
(
-
―
一
月
）

0
鹿
児
島
ー
シ
ン
ガ
ボ
ー
ル
定
期
航
空
路
開
設
（
四
月
）

0
県
青
少
年
自
立
自
興
運
動
始
ま
る
（
五
月
）

0
東
洋
高
圧
味
溝
辺
工
場
操
業
開
始
（
五
月
）

〇
衆
議
院

・
参
議
院
議
員
同
日
選
挙
（
六
月
）

R
鈴
木
内
閣
発
足

0
徳
之
島
空
港
ジ
ェ
ッ
ト
機
就
航
（
七
月
）

0
県
少
年
の
船
（
初
――
一四一一一名）

〇
丹
生
附
地
区
水
田
圃
場
幣
備
実
施

0
鹿
児
島
空
港
滑
走
路
一
―10
0
0
屈
完
成
(
+
月
）

0
ブ
ラ
ジ
ル
鹿
児
島
県
人
会
館
落
成
(
+
月
）

〇
心
悦
保
育
園
開
園

0
馬
立
集
出
荷
施
設
建
設

〇
溝
辺
町
商
工
会
事
務
所
開
設

0
崎
森
地
区
公
民
館
建
設

0
竹
子
小
学
校
創
立
一

0
0周
年
記
念
式
典
及
び
新
校
舎
落
成
記
念
式
典
(
+
一
月
）

0
広
域
基
幹
林
道
（
加
治
木
、
溝
辺
、
姶
良
）
長
尾
山
麓
線
着
エ
(
+
月
）

国

県

町

0
鹿
児
島
ー
グ
ア
ム
ー
ナ
ウ
ル
定
期
航
空
路
開
設

0
町
い
ら
な
い
運
動
展
開
(
+
二
月）

〇
農
協
野
菜
集
出
荷
施
設
建
設
（
麓
）

〇
農
協
茶
冷
蔵
庫
第
二
貯
蔵
庫
建
設

〇
農
協
茶
第
二
次
加
工
施
設
建
設

〇
農
協
本
所
事
務
所
及
び
関
連
施
設
、

A
コ
ー
。フ
完
工

史
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年 表

近代社会時代
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昭和時代

．
 

事
丁
人

且
一
矢

一二要一

県
[~

田

島
~

児

;
韓

鹿
~
4
0

代

」
郎

時
i

四

制
贔
”

町
i

有

1982 1981 

昭
和
五
七

一
昭
和
五
六

0
鹿
児
島
県
知
事
選
挙
（
二
月
）

0
世
界
人
口
四
五
億
人
台
突
破

0
九
州
縦
貫
自
動
車
道
鹿
児
島
北
ー
宮
崎
間
開
通

0
県
水
資
源
長
期
需
給
計
画
策
定

0
竹
子
原
畑
地
帯
総
合
土
地
改
良
事
業
採
択
（
六
月
）

0
み
ぞ
べ
温
泉
掘
削
着
エ
（
開
発
公
社
）
（
七
月
）

0
竹
子
土
地
改
良
区
設
立
（
七
月
）

0
町
総
合
計
画
策
定
（
昭
5
6
¥
6
5
)

0
国
立
南
九
州
中
央
病
院
開
設

0
鹿
屋
体
育
大
学
開
学

0
バ
ン
コ
ク
航
空
路
開
設

〇
梅
田
産
業
跨
鹿
児
島
工
場
操
業
開
始
（
九
月
）

0
共
同
募
金
溝
辺
分
会
、
全
国
共
同
募
金
会
長
か
ら
表
彰

0
太
洋
建
材
味
鹿
児
島
工
場
操
業
開
始
（
二
月
）

0
玉
利
中
学
校
を
陵
南
中
学
校
と
改
称
、
新
校
舎
完
工
移
転
（
四
月
）

0
鹿
児
島
空
港
開
港
一

0
周
年
記
念
式
典
（
四
月
）

0
鹿
児
島
空
港
国
際
線
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
完
成

0
町
立
歯
科
診
療
所
閉
鎖
（
四
月
）

〇
鬼
丸
歯
科
医
院
開
設

0
町
営
農
研
修
セ
ン
タ
ー
開
設
（
四
月
）

〇
溝
辺
町
長
及
び
議
員
補
欠
選
挙
（
五
月
）

0
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
フ
ラ
ワ
ー
ホ

ー
ム
」
開
所

〇
姶
良
地
区
農
業
共
済
組
合
事
務
所
（
溝
辺
）
新
設

0
栗
中
地
区
農
業
甚
盤
整
備
実
施

0
西
原
地
区
農
業
基
盤
整
備
実
施
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代
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郎四

／
 

時

一

知

一

i

時
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要

時

i

会

一

県
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贔洞

社

一

島

―

-

i

和
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・こ伺

日
し

i

ー
ノ

・

代
i

近

{

昭

鹿

・
鎌

町

7

-

i

-

1983 

昭
和
五
八

西

暦

一

年

号

〇
溝
辺
町
内
二

三
自
治
公
民
館
発
足
（
四
月）

0
鹿
児
島
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
（
四
月
）

〇
溝
辺
町
議
会
識
員
一
般
選
挙
（
五
月
）

〇
健
康
の
町
み
ぞ
べ
を
つ
く
る
推
進
協
議
会
結
成
（
三
月）

0
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
（
六
月
）

0
県
歴
史
資
料
七
ン
ク
ー
「
黎
明
館
」
開
館

0
県
フ
ラ
ワ
ー
セ
ソ
タ
ー
オ
ー
プ
ソ

0
木
場
地
区
水
田
圃
場
整
備
実
施

0
町
適
石
原
丹
生
附
線
改
良
完
了

〇
増
健
の
日
設
定
(
+
月
十
日
）

〇
陵
南
中
学
校
プ
ー
ル
完
成
（
十

一
月
）

0
み
ぞ
べ
混
泉
掘
削
完
了
（
十
二
月
）

〇
衆
議
院
議
員
総
選
挙
（
十
二
月
）

0
日
本
人
平
均
寿
命
（
長
寿
大
国
）

男
七
四

・
ニ
ニ
歳
、
女
七
九

・
七
七
歳

国

県

町

0
地
籍
調
査
事
業
基
本
調
査
完
了

0
竹
子
青
年
会
館
建
設

0
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
開
催
（
八
月
）

0
県
、
毎
月
第
三
土
曜
日
を
「
青
少
年
育
成
の
日
」
と
設
定

0
国
分
隼
人
テ
ク
ノ

ボ
リ
ス
基
本
構
想
策
定

「
目
指
す
太
陽
と
海
と
緑
の
臨
空
国
際
産
業
都
市
」

0
ふ
る
さ
と
工
業
鹿
児
島
営
業
所
操
業
開
始

〇
梅
雨
前
線
豪
雨
県
内
（
除
奄
美
）
被
害
大
（
七
月
）

0
第
一
回
溝
辺
ふ
る
さ
と
祭
り
(
+

一
月
）

R
中
曽
根
内
閣
発
足

史
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年 表

近代社 会 時代
········ - - ·--········· •············· · —・・ー・・ ー ．．．． ．．．．．．．．．．．．．．． ． ．．．． ．ー・― ― →・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・.......................

昭 和時代

ー・-------------------------

41 鎌田 要

鹿児
................... 

人 I 鎌
島

．

県
~

田

知 事
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

要 人

町
. ・・

有

制
．．．． 

馬

時 代
·············· · ······ · ·· · ·· ·····•• 

四郎

85

昭
和
六
〇

，
 

ー 1984 

R
天
皇
陛
下
高
屋
山
上
陵
に
ご
参
拝

R
天
皇
陛
下
溝
辺
町
役
場
に
行
幸
、
ご
昼
食
ご
休
憩
（
五
月
十
九
日
）

0
第
一＿一
十
五
回
全
国
植
樹
祭
（
牧
園

・
姶
良

・
溝
辺
）
（
五
月
二
十
日
）

0
県
民
の
森
オ

ー
。フ
ン
（
五
月
）

〇
溝
辺
町
老
人
福
祉
七
ン
タ
ー

オ
ー
。フ
ン
（
五
月
）

〇
増
健
補
消
員
の
設
置
（
三
月）

〇
陵
南
小
学
校
増
築
（
児
童
増
）

0
重
久
歯
科
医
院
開
設

0
地
籍
調
査
管
理
事
業
着
手

〇
渕
上
ダ
ン
ボ
ー
ル
跨
操
業
開
始

0
国
分
隼
人
テ
ク
ノ
ボ
リ
ス
開
発
計
画
の
承
認
指
定

0
川
内
原
子
力
発
電
所
一
号
機
運
転
開
始

0
新
一
万
円
札
発
行
（
十
二
月
）

0
第
一一一
十
八
回
全
国
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

n
ソ
大
会

〇
農
協
麓
支
所
事
務
所
、

A
コ
ー
。フ
空
港
前
店
建
設

0
鹿
児
島
県
知
事
選
挙
（
二
月
）

0
鹿
児
島
ー
高
知
間
、
日
本
近
距
離
航
空
に
よ
り
路
線
開
設
（
三
月）

〇
溝
辺
町
総
合
体
育
館
完
成
（
三
月）

0
上
床
公
園
キ
ャ
ン
プ
場
完
成
（
三
月
）

0
県
惜
報
七
ソ
タ
ー
（
県
庁
内
）
開
所
（
四
月
）

0
県
新
総
合
計
画
策
定
（
昭
6
0
¥
6
9
)

〇
十
三
塚
原
畑
か
ん
営
盟
計
画
策
定
（
七
月
）

0
瀬
間
利
廃
棄
物
処
理
場
オ
ー
。フ
ソ

0
竹
山
地
区
水
田
圃
場
整
備
実
施

0
竹
子
小
学
校
長
住
宅
新
築
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近代社 会 時代
時
代

・-・---------・ -ヽ・---・・-・-・← ← --------ヽ------一ー・・------------------------------------------------・--------―←、----←←--- ----—• → --―← ← ← ------------------

昭 和時代 悶
鹿児 島 県知 事

・----------------------------------------------------------------------→ ---------------------------------------------------------……… I県
鎌 田要人

町 制 時 代
．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・ー・ーー・----------・-・・-・--・・・・-・・・・・-----・-・-------------------------・-・・・・-・・-・--・-・I 町

8 今 吉衛 有 馬 四郎

1987 1986 ＇ I i 旦
昭

悶1
年ーロ勺． 

和
ノ‘

゜
0 県 0 0 鹿児 0桜 0 0 

〇溝鹿児 0第 九 〇 衆 0 000 か 00000
0 ；；人材育 0 溝州 売 錦 島議院 今 0溝地地河 ご "'茶栗町故

辺 島一 村総合 辺新 島 灘火 吉衛 辺籍籍内 し 用加下行名

町県； 回 i ,J築ヽ 幹で 洒山議 町謁閲源 ま 牛工池政 昔でサ 成 線開 造懇談会員 町長査査管 一 の肥技 害災復 改町
第ン' 整備セ 西催 ＾ •長及 事 郎 土育 術 革民松
ーフ ン 鹿児さ 山 参議就任び業完 理 商地験実 七 に
回イ 計夕 れ元＾ 町 事店改 ノ`旧 着 山
力、ーフ 画 l 島 る 正東院へ 了業溝良 セ タ 事 手絞

ら般選 工 認所開 駅国 明京 議員1,1 六議補式完辺 1こ・ノ］ 業 ＾氏
し、ア 定 ＾周火際 社ジ 月欠＾了工 つ夕 設 伝町
も挙ボ 十辺 邑 二 選四場 ど ］置 票葬 i国
交 r-, 1 ニ 環I山 n -1・ 芋g 操 う設 会 ＾
流四卜 月 会議 溝選日＾ 業 夕 置 計四

三^~月 月ツ 完走歩大

ッ 辺挙-五 開べ＾ ッ月
のエ＾月 始開 農 '-../I/I目JS 

喜事シ 場 七 '.J " 催協
ソで月 一 "'-'

ムュ ボバッ 月十

エル ィ ¥ ― I町ヘ
式マ テ 月

月 r-- I ク
、- 十ク 新 東 I史

二月 定決 篇
,n J． ヽ
ヽ

、一

＾ 
-, 

十 て
ん

e か
ら
も
ん
'--

を
発
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近代社 会 時代
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昭和時代

島
i

~
田

曰
し
f'
ノ
．

鹿
」
鎌

県知事
···················· ······· ·· ···················· ······•· · ········ •· ··•····· · ·· 

要 人

町 制時代
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今 吉衛

1988 

昭
和
六

〇
溝
辺
町
議
会
談
員
一
般
選
挙
（
四
月
）

0
九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

(J

R
九
州
）
開
業
（
四
月
）

0
竹
山
ダ
ム
湛
水
式
（
五
月
）

〇
溝
辺
町

・
横
川
町
牒
協
合
併
、

姶
良
中
部
農
業
協
同
組
合
と
し
て
発
足
（
五
月）

0
県
農
産
物
加
工
指
母
七
ン
ク

ー
開
所

〇
溝
辺
町
で
第

一
回
こ
ぐ
ま
交
流
（
七
月
）

0
上
床
公
園
に
斎
藤
茂
吉
歌
碑
建
立
(
+
月
）

＠
竹
下
内
閣
発
足
(
+
一
月
）

0
鹿
児
島
県
茶
業
大
会
(
+

一
月
於
溝
辺
）

0
県
工
業
技
術
七
ン
タ

ー
開
所

（隼
人
町
）

0
J

R
宮
之
城
線
廃
止
決
定
（
一
月
）

〇
溝
辺
町
金
融
機
関
指
定
(
+
月
）

〇
陵
南
中
学
校
教
頭
住
宅
新
築

0
J

R
山
野
線
廃
止
（
一
月
）

0
県
甘
藷
対
策
本
部
設
置
（
二
月
）

O
H
I
ロ
ケ

ッ
ト
「
さ
く
ら
三
号

a
」
打
ら
あ
げ

0
一
般
国
道
―
―
一
号
線
鹿
児
島
バ
イ
パ
ス
、
九
州
縦
貰
自
動
車
道
鹿
児
島
北
ー
鹿
児
島
、
指
宿
有

料
道
路
一
二
期
完
工
開
通
式
（
三
月）

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ソ
ク
ー
食
堂

・
宿
泊

・
売
店
業
務
休
止
（
四
月
）

0
テ
ニ
ス
場
オ
ー
。フ
ソ
（
四
月
）

0
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
夜
間
照
明
施
設
改
修
（
三
月
）

〇
農
業
航
空
事
業
推
進
協
議
会
設
立
総
会
（
四
月
）

0
ド
ラ
ゴ
ン
航
空
（
鹿
児
島
ー
香
港
）
定
期
航
空
路
開
設
（
五
月
）

0
国
際
火
山
会
議
開
催
（
七
月
）

0
西
郷
隆
盛
像
空
港
前
広
場
に
建
立
（
五
月
）

除
幕
式
（
八
月
）

〇
陵
南
小
学
校
体
育
館
新
築
完
成
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近代社会時代
時

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 一●ー・・・......・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・● ー・・ー・・ー●ー・・ーー・・..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・······••· · ·······

代

平成時代 i 昭和時代 屡
鹿児島県知事

................................................... ―響●..... ー・・ ・ · • ··················ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・ー・・・・ー・・...........・........ー・・・・・ 県

鎌 田要人

町制時代
···· · ······· ··········· · ··········· ·························· •·· ・ー・・.....ー・・・一．．．．．．．．．．．．．．．．．．ー・・ー・ー・・ー・ー・・・・・・・・・・・・・・....・..・一・・・・・・・・・・・・・・・ I 町

今 吉衛

89

昭

和

六

四

④
天
皇
陛
下
崩
御

（
一
月
七
日
）

，
 

l

◎
皇
太
子
明
仁
親
王
御
即
位

平

成

元

0
新
元
号
平
成
施
行
（
一
月
八
日
）

西
暦

一
年

号

国

県

町

0
竹
山
ダ
ム

小
水
力
発
電
所
完
成

0
和
太
鼓
禅
入
「
溝
辺
た
か
や
太
鼓
」
と
命
名

0
電
算
機
導
入

0
白
蓮
保
育
園
増
築

0
町
道
石
原
北
原
――一号
線
改
良
完
工

＠
浩
宮
殿
下
高
屋
山
上
陵
に
ご
参
拝

0
鹿
児
島
県
新
奄
美
空
港
（
ジ
ェ
ッ
ト
化
）
開
港
（
七
月）

0
木
場
地
区
水
田
圃
場
整
備
実
施
（
八

・
六
ぢ
）

0
卜
三
塚
原
畑
総
通
水
式

0
日
本
人
平
均
寿
命
（
七
月
厚
生
省
発
表
）

男
七
五
•

六
一
歳

、

女
八
一
・

三
九
歳

R
竹
下
内
閣
改
造
（
十
二
月
二
十
七
日
）

史
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初版の補完 ・修正

`
 

ニ
四
六

下

後
十
行

旧
海
軍
鹿
屋
航
空
隊
を
国
分
に
訂
正

初
版
発
刊
後
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
補
完
ま
た
は
修
正
を

要
す
る
記
事
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
の
補
完
ま
た

は
修
正
は
、
編
集
委
員
の
調
査
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
確
認
さ
れ

た
も
の
の
み
に
と
ど
め
、
未
確
認
ま
た
は
不
確
実
な
も
の
は
、
今

後
の
調
査
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。

頁

内

容

初
版

年第第第第第昭
五四三ニー和
表部部部部部四

十

新遺産 歴歴地八
し 史編 史誌年
い 編 編編十
溝 ／／  

辺 明原 月
の 治始
夜 以 I 日
明 降ヽ 近 胄け 世

ヽ
／ 

結
び
ヽ

〔
初
版
の
補
完
・
修
正〕

(—) 

青
年
学
校
の
補
完

青年学校については本町郷土誌初版三二四ページに記

述されているが、本県及び本町における運用の特異性に

ついて補足して記述することにした。（二見剛史氏資料提

四三
'''- . 
『―-'
- '' 『―

九五 八九 九九九 九゚七 七七
四ー 四八 九五四 一 - 0 

上表 二年表 下 上下下下上に下上
上

即ヽ・

後 昭後 後後後前前 九前
後 和四 九一三十十 の九

次

名福 三 前 訂を溝杉中 五村壼 ム
を九 方 正二辺山 玉 十田岐 ラ

_,  円五元三 を英満 名記兵 ん

ニ藤新村寺良 墳代岩二周左 塚杉 をを衛 の
名 を 代原山 を 五 加‘ お
に 直 円元をヱ を 利 抹消 十 え壼い
訂吉 を 墳真三門国一 七 る岐 を
正を加 に 一代を 分 に 名正孫
加 来 訂を加 第 訂 に 彦 に
え 貞信 正加三え一正 訂 ‘訂
る え代 ‘ 基 正壼正
° に るを以 地 岐
五 訂を山為の 四下に 春
一 正追陵 代代初 訂 記
0 加に御 に正 ‘ 
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第 150表 青年学校教授訓練科目およびその時数

普通科（男子）

第

第
1

2

 

（昭和10年 4月 1日）

農寛喜I普通学科職業科体操科り
年 20 90 60 40 

年 20 90 60 40 I 

計

210 

210 

普通科（女子）

第

第
1

2

 

合科

3

0

3

0

操体

8
0
8
0
 

及
科
事
縫
家
裁
業職
科

0

0

 

8

8

 

科学通普
及
科

2
0
2
0

身
民

修
公

年

年

計

210 

210 

本科（男子）

I農覧着 I普通学科 1職業科教練科合 計

第 1 年 20 50 70 70 210 

第 2 年 20 50 70 70 210 

第 3 年 20 90 70 180 

第 4 年 20 90 70 180 

第 5 年 20 90 70 I 180 

本 科 （女子）

l農喜責普通学科 l胃業 1喜雷眉I体操科合 計

第 1 年 20 50 llO 30 210 

第 2 年 20 50 110 30 210 

第 3 年 20 50 llO 30 210 
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初版の補完 ・修正

供
・
三
浦
嘉
久
氏
記
述
）

青
年
学
校
は
そ
も
そ
も
実
業
補
修
学
校
と
青
年
訓
練
所
を
統
合

し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
前
者

の

目

的

は
、
公
民
教

育

・
職
業
教
育
で
あ
り
、
後
者
の
目
的
は
、
心
身
の
鍛
練
、

つ
ま

本
県
青
年
学
校
教
育
は
、
市
町
村
当
局
、
学
校
当
事
者
並
に
一
般
県

〔沿
革
〕
青
年
学
校
は
昭
和
十
年
(
-
九
三
五
）

四
月

一
日
に

公
布
さ
れ
た
勅
令
「
青
年
学
校
令
」
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
昭
和

十
四
年
(
-
九
三
九）

に
義
務
制
と
な
り
、
戦
後
の
昭
和
二
十
二

年
（
一
九
四
七
）
―
―
一
月
―
―
-
+
―
日
公
布
さ
れ
た
「
学
校
教
育
法
」

に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。
青
年
学
校
は
尋
常
小
学
校
な
い
し
は
国

民
学
校
初
等
科
を
経
て
一
九
歳
ま
で
す
べ
て
の
勤
労
青
少
年
の
教

育
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

青
年
学
校
の
前
身
は
実
業
補
修
学
校
（
明
治
一
二
十
二
年

「
実
業

学
校
令
」

勅
令
第
二
九
号）

と
大
正
十
五
年
(
-
九
二
六
）

四
月

に
発
足
し
た
青
年
訓
練
所
（
勅
令
第
七

0
号
）
で
あ
る
。
両
者

は、

一
般
青
年
に
対
す
る
国
家
の
二
大
教
育
施
設
と
い
わ
れ
る
。

実
業
補
修
学
校
と
青
年
訓
練
所
と
は
そ
の
目
的、

生
徒
の
年
齢

構
成
な
ど
を
異
に
す
る
制
度
で
あ

っ
た
が
、
両
者
は
も
と
よ
り
市

町
村
の
経
営
で
あ
り
、
多
く
は
小
学
校
に
併
設
さ
れ
、
職
員
も
小

学
校
長
な
ら
び
に
教
師
の
兼
務
が
多
く
、
か

つ
生
徒
も
重
複
す
る

の
が
実
態
で
あ
っ
た
。

通
り
と
な
っ
て
い
る
。

り
教
練
を
主
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
統
合
し
た
青
年
学

校
設
立
の
趣
意
は
「
男
女
青
年
二
対
シ
其
ノ
心
身
ヲ
鍛
練
シ
徳
性

ヲ
涵
養
ス
ル
ト
共
二
職
業
及
実
際
生
活
二
須
要
ナ
ル
知
識
技
能
ヲ

授
ケ
以
テ
国
民
タ
ル
ノ
資
質
ヲ
向
上

セ
シ
ム
ル
」
（
青
年
学
校
令

第
一
条
1
1
勅
令
四
一
号

・
昭
一

0
)
こ
と
と
さ
れ
、

実
業
補
修
学

校
、
青
年
訓
練
所
の
目
的
機
能
を
統

一
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
目
的
を
具
体
化
し
た
青
年
学
校
の
教
育
課
程
は
第

149
表
の

〔鹿
児
島
県
青
年
学
校
運
堂
の
特
色
〕

以
上
の

よ
う
な
過
程
を

経
て
、
昭
和
十
年
青
年
学
校
は
発
足
し
た
が
、
時
あ
た
か
も
物
情

騒
然
た
る
内
外
情
勢
下
に
あ
り
、
そ
の
受
入
れ
態
勢
（
校
舎
、
教

員
等
）
は
整
わ
ず
、
全
国
的
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
専
用
の
校

舎

・
専
任
の
教
員
を
も
た
ず
、
い
ず
れ
も
小
学
校
そ
の
他
．
の
兼
用

と
兼
任
と
い
う
の
が
実
態
で
あ

っ
た
が
、
古
来
青
少
年
教
育
に
重

き
を
置
く
本
県
で
は
、
こ
の
青
年
学
校
教
育
を
重
視
し
て
、
思
い

切
っ
た
独
自
の
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
十
六

年
(
-
九
四
一
）
五
月
に
発
刊
さ
れ
た
。
鹿
児
島
県
青
年
教
育
振

励
会
（
当
時
は
県
庁
内
）
編
集
の
「
躍
進
の
青
年
学
校
」
に
次
の

よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
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第 151表 鹿児島県の青年学校 (1941) 

本県福岡県I佐賀県I長崎県I熊本県大分県宮崎県沖縄県全 国
km2 I 7, 438 I 6, 334 面 積 9,104 4,9402,449 4,076 7,739 2,386 382,545 
万人

人 口 162 293 68 134 141 101 87 60 7,288 

市 lliJ 村 140 306 125 180 344 243 90 50 11. 381 
km2 

市町村平均面積 65 16 20 23 
222 8! 26 

86 48 33.6 
校

手日 年 呂子 校 184 476 139 297 4 287 115 140 18,234 

1町村平均青年学 1.3 1. 6 1.1 1.6 1.2 1.2 1. 3 2.8 1.6 
校

81 専 任 校 長 111 33 14 7 10 42 441 

専任教員 1立921,148 郎, 655 1so；1 ！ 532 ,,1 42 27, 881 
1校当たり専任教 7. 0 2. 4 4. 8 2. 2 1. 1. 9 4. 0 0. 3 1. 5 

専員任教員俸給（月） 63. 8円5 62. 51 55. 72 53. 00 53. 0 49. 00 60. 80 47. 40 56. 66 

費1校当たり平均経 7,070 4, 717 5,455 3,285 2.18 1,981 6,291 89 2,529 

生徒 59,640 110, 805 33, 719 55, 706 64, 066 34, 340 40, 031 19, 9101 I 2. 786. 042 

溝辺村立青年学校

一
、
彦
火
火
出
見
尊
を
御

祀
り
す
る
高
屋
山
上
陵

J

と
と
し
た
い
。

収
録
さ
れ
て
い
る
溝
辺
村

児
島
県
青
年
教
育
振
励
会

発
行
の
「
躍
進
の
青
年
学

校
」
（
丑

一見
源
吾
氏
蔵
書
）
に

立
青
年
学
校
を
紹
介
す
る

郷
士
の
特
質
と
本
校

が
、
昭
和
十
六
年
五
月
鹿

ー
ジ
に
記
述
さ
れ
て
い
る

町
郷
土
誌
初
版
三
二
四
ペ

民
の
理
解
と
努
力
と
後
援
に
よ
り
極
め
て
順
調
な
る
発
展
を
続
け
、
今

や
独
立
学
校
一
―

一
校
、
専
任
教
員
一
‘
-
―10
0
余
名
設
備
亦
能
く
整

ひ
、
経
費
も
相
当
多
く
、

実
績
も
挙
り
県
民
衆
望
の
中
に
生
々
発
展
しつと

つ
つ
あ
り
、
今
後
は
形
式
を
整
備
す
る
と
共
に
一
層
内
容
の
充
実
に
勘

め
、
「
日
本
の
将
来
は
青
年
教
育
に
あ
り
、
青
年
教
育
の
成
果
は
鹿
児

島
よ
り
」
の
実
を
挙
げ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

ち
な
み
に
当
時
の
本
県
青
年
学
校
の
実
態
（
九
州
対
比
）
は
第

151
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

「溝
辺
町
青
年
学
校
〕

溝
辺
町
の
青
年
学
校
に
つ
い
て
は
溝
辺
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初版の補完・修正

と
往
古
御
陵
内
に
鎮
座
在
り
し
と
伝
ふ
鷹
屋
神
社
と
を
朝
夕
肥
尺
に

拝
し
、
霊
峯
高
千
穂
を
眼
近
く
東
に
控
へ
た
此
の
聖
域
に
八
、

0
0

0
村
民
の
協
力
と
当
局
の
熱
意
に

よ
り
、
青
年
学
徒
の
修
錬
場
と
し

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

二
、
往
時
国
分
八
幡
宮
（
現
鹿
児
島
神
宮
）
と
宇
佐
八
幡
神
宮
と
正
八

幡
を
争
ひ
、
宮
崎
側
の
密
使
一
四
名
が
国
分
八
幡
宮
を
焼
き
、
其
の

帰
途
次
々
に
一
三
名
迄
が
悶
死
し
、
其
の
塚
を
残
す
と
伝
ふ
十
三
塚

原
の
大
台
地
も
あ
っ
て
、
全
村
農
を
以
て
生
計
し
、
古
来
産
馬
牛
に

名
を
得
、
稲
、
麦
、
嚢
苔
、
甘
藷
、
大
豆
、
粟
等
の
普
通
作
や
木
炭

や
茶
も
著
名
で
あ
る
。

殊
に
溝
辺
牛
芽
の
聞
え
が
高
い
。
故
に
本
校
は
之
等
農
事
研
究
の

先
逹
と
し
、
民
心
の
融
和
修
錬
の
中
核
と
し
て
、
光
輝
あ
る
地
位
と

使
命
を
負
荷
さ
れ
て
居
る
。

三
、
霧
島
山
麓
の
僻
村
た
る
が
故
に
、
明
治
以
降
の
忌
避
す
べ
き
思
想

の
影
響
も
無
く
、
よ
く
伝
統
の
美
風
を
堅
持
し
、
青
年
学
校
を
絶
対

的
に
信
頼
支
持
し
、
以
て
村
勢
発
展
の
源
泉
た
ら
し
め
ん
と
す
る
村

の
熱
意
は
独
立
二
年
後
の
今
日
予
算
を
倍
加
し
、
紀
元
二
千
六
百
記

念
と
し
て
の
後
援
会
発
会
式
に
幹
部
有
志
進
ん
で
一

0
0円
以
上
の

寄
附
金
申
込
者
十
指
に
余
り
、
一

万
円
近
く
の
浄
財
が
集
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
も
大
勢
が
窺
ひ
知
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

四、

皇
祖
発
祥
の
地
と
い
ふ
誇
と
共
に
、
忠
誠
を
生
命
と
し
た
隼
人
の

血
を
受
け
た
吾
人
。
今
ぞ
此
の
昭
和
の
非
常
時
に
若
き
血
を
酒
か
す

げ
者

・
復
員
軍
人
・
青
年
団
員
な
ど
の
有
志
約
―

1
0
名

を

も

っ

気
力
に
忍
従
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
封
建
的
体
質
の
民
主

化

を
、
将
来
の
発
展
策
を
模
索
す
る
趣
意
を
も

っ
て
、
内
外
引
き
揚

五
十
年
来
そ
の
支
配
体
質
（
制
）
は
変
わ
ら
ず
、
区
民
は
た
だ
無

竹
子
共
正
会
改
革
外
史

昭
和
―
―
十
三
年
五
月
―
―
一

日
新
憲
法
の
施
行
に
伴
い
、
日
本
の
民

主
化
体
制
改
革
が
矢
継
は
や
に
実
施
さ
れ
、
一
八

0
度
転
換
す
る

新
体
制
に
国
民
は
少
な
か
ら
ず
戸
惑
い
し
た
。
そ
の
よ

う

な

中

で
、
い
わ
ゆ
る
民
間
団
体
で
あ
る
青
年
団

・
婦
人
会

・
大
字
団
体

な
ど
の
民
主
化
は
、
占
領
政
策
の
至
上
命
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
自
主
的
改
革
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

明
治
二
十
九
年
創
設
の
竹
子
共
正
会
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、

（二）
予

算

実
習
地

田
二
段
一
畝
歩
、
畑
―
町
一
段
二
畝
歩
、
果
樹
園
二
段

歩
、
桑
園
一
段
歩

八
、
八
三
九
円

員
四
名

職
べ
く
、
日
々
の
鍛
錬
に
怠
り
は
な
い
。

男
子
二
七
八
名
、
女
子
七

0
名
、
計
――一四
八
名

専
任
教
員
八
名
、
兼
任
教
員
三
名
、
講
師
六
名
、
指
導

員

生

徒
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囲
気
の
中
で
連
盟
は
前
記
の
提
案
を
行
い

ね
ば
り
強
く
そ
の
改

て
き
た
。
こ
の
予
想
外
の
情
勢
に
動
揺
し
、
激
怒
し
た
役
員
（
共

っ
た
）

で、

二
0
0
名
余
の
出
席
者
で
例
年
に
な
い
緊
張
し
た
雰
譲
ら
ず
会
場
は
騒
然
と
な
り
、
大
勢
は
明
ら
か
に
連
盟
側
に
傾
い

て
、
昭
和
二
十
三
年
竹
子
青
壮
年
連
盟
を
結
成
し
、
次
の
よ
う
な

目
標
を
設
定
し
て
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

1

目
標
達
成
期
間

二
年
間

2

主
要
改
革
目
標

①
民
主
的
な
会
則
を
制
定
し
、
運
営
の
民
主
化
を
図
る
こ
と
。

従
来
成
文
化
し
た
会
則
は
無
く
、
運
営
は
若
干
の
首
脳
陣
の
恣

意
に
よ
る
も
の
で
、
選
挙
制
度
も
確
立
せ
ず
、
会
計
監
事
も
設
置

さ
れ
ず
、
相
当
多
額
な
資
産
（
山
林
な
と
）
財
政
運
営
に
つ
い
て

一
般
区
民
の
知
り
得
る
手
段
は
な
か
っ
た
。

②
会
計
（
予
算

・
決
算
）
及
び
資
産
を
公
表
す
る
こ
と
。

以
上
の
こ
と
を
次
期
総
会
（
昭
和
二
十
四
年
）
に
提
案
す
る
こ

と
に
な
り
、
青
壮
年
連
盟
（
以
下
連
盟
と
い
う
）
で
は
旧
竹
子
消
防

会
館
（
現
竹
子
小
学
校
正
門
前
）
を
拠
点
と
し
て
、
お
お
む
ね
週

一
回
夜
間
参
集
し
て
総
会
対
策
の
戦
略
手
段
な
ど
に
つ
い
て
討
論

研
修
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
結
果
の
強
化
を
は
か

っ
た
の
で
あ

る。
さ
て
い
よ
い
よ
二
十
四
年
一二
月
共
正
会
総
会
は
招
集
さ
れ
た
。

会
場
は
旧
竹
子
小
学
校
講
常
（
木
造
の
古
校
舎
で
講
堂
兼
用
で
あ

革
を
迫
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
区
民
底
辺
の
広
が
り
も
な

く
、
問
題
提
起
と
い
う
程
度
に
終
わ
っ
た
の
だ
が
、
連
盟
の
主
張

が
認
識
さ
れ
多
く
の
共
鳴
を
得
た
こ
と
が
会
進
行
中
の
雰
囲
気
に

よ
り
充
分
察
知
さ
れ
、
次
年
度
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
の
手
応
え

は
充
分
で
あ
っ
た
。

連
盟
で
は
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
ふ
ま
え
、
次
年
度
（
昭
和
二

十
五
年
度
）
の
実
現
を
期
し
て
、
総
会
対
策
を
検
討
し
つ
つ
夜
間

の
集
会
を
続
行
し
て
、
強
固
な
組
織
体
制
で
総
会
に
臨
む
こ
と
に

な
っ
た
。

二
十
五
年
三
月
二
十
日
共
正
会
総
会
は
召
集
さ
れ
た
（
結
果
的

に
は
こ
れ
が
解
散
総
会
と
な
っ
た
）
。
会
場
は
前
年
同
様
で
あ
る

が
、
出
席
者
は
ほ
と
ん
ど
全
会
員
で
、
―
―100
余
名
文
字
ど
お
り

堂
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
開
会
前
か
ら
緊
迫
し
た
雰
囲
気
が
漂
っ

て
い
る
。
思
う
に
こ
の
こ
と
は
、
前
年
度
総
会
に
お
け
る

「
改
革

案
を
め
ぐ
る
応
酬
」
の
成
り
行
き
か
ら
、
今
年
は
何
か
が
起
こ
る

と
い
う
期
待
と
好
奇
心
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
い
よ
い
よ
開
会
が
宣
せ
ら
れ
、
議
事
の
進
行
に
従
っ
て
前

年
同
様
の
提
案
を
行
い
、
激
し
い
応
酬
が
く
り
返
さ
れ
た
。
双
方
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初版の補完・修正

正
会
執
行
部
）
は
突
如
総
退
場
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
予
想
し

な
い
事
実
上
の
解
散
で
あ
る
。
正
に
青
天
の
繹
歴
、
こ
の
異
常
事

ぽ
う

態
に
会
場
は
し
ば
し
ば
呆
然
と
し
て
声
な
く
、
や
が
て
一
般
会
員

は
退
散
し
た
。

し
か
し
連
盟
と
し
て
は
、
こ
と
の
是
非
は
と
も
か
く
、

事
態
収

拾
の
責
任
が
あ
る
と
し
て
、
全
員
夕
や
み
迫
る
ガ
ラ
ソ
と
し
た
講

堂
に
残
留
し
て
、
次
の
よ
う
な
現
状
分
析
の
も
と
に
事
態
収
拾
の

行
動
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
共
正
会
役
員

が
退
場
し
た
の
は
「
二

0
~
1
―-0代
の
若
僧
ど
も
に
理
論
敗
北
を

喫
し
た
こ
と
」
と
、
「
今
の
若
者
は
口
だ
け
は
達
者
だ
が
実
力
は

な
い
。
何
が
で
き
る
も
の
か
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な

い
。
今
こ
そ
若
者
の
意
気
と
力
を
実
証
し
て
信
頼
の
回
復
を
図
ら

ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
そ
の
夜
拠
点
の
消
防
会
館
に
参
集
し
、

次
の
よ
う
な
再
建
対
策
を
立
て
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
二
週
間
以
内
に
再
建
総
会
を
招
集
す
る
こ
と
。

②
青
壮
年
連
盟
を
発
展
的
に
解
消
し

「竹
子
共
正
会
再
建
対
策

委
員
会
（
以
下
再
建
委
員
会
と
い
う
）
と
す
る
こ
と
。

③
提
出
議
案

（会
則
そ

の
他
）
総
会
の
準
備
運
営
な
ど
の
企
画

は
す
べ
て
連
盟
代
表
が
こ
れ
に
当
た
る
こ
と
。

こ
の
基
本
線
に
沿
っ
て
以
後
毎
夜
の
よ
う
に
拠
点
に
参
集
し
て

行
動
を
開
始
し
た
。
同
志
が
最
も
危
惧
し
た
こ
と
は
、
若
僧
ど
も

（連
盟
）
の
招
集
す
る
再
建
総
会
に
区
民
が
応
じ
て
く
れ
る
か
ど

う
か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
と

に
か
く
一
日
も
早
く
再
建

を
図
ら
な
け
れ
ば
…
…
と
い
う
使
命
感
も
あ
っ
て
、
必
死
の
努
力

に
よ
り
総
会
準
備
を
整
え
、
予
定
の
お
よ
そ
二
週
問
目
の
二
十
五

年
四
月
二
日
、
再
建
委
員
会
の
名
に
お
い
て
総
会
を
招
集
し
た
の

で
あ
る
。

さ
て
い
よ
い
よ
当
日
と
な
っ
た
。
再
建
委
員
会
（
連
盟
）
と
し

て
は
、
会
が
成
立
す
る
か
否
か
？
と
い
う
不
安
と
焦
燥
の
う
ち
に

待
機
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
ほ
と
ん
ど
全
員
と
思
わ
れ
る

――10 0
余
名
の
出
席
で
再
建
総
会
は
み
ご
と
に
成
立
し
、
会
場

（
前
記
小
学
校
諧
堂
）
に
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
こ
の
成

果
は
大
方
区
民
が
、
若
僧
ど
も
の
主
催
す
る
総
会
が
ど
の
よ
う
に

運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
結
末
に
な
る
か
？
と
い
う
好
奇
心
と
、

改
革
へ
の
期
待
感
が
あ
っ
て
参
集
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
と

も
か
く
再
建
総
会
は
み
ご
と
に
成
立
し
た
。

総
会
は
す
べ
て
連
盟
の
若
僧
ど
も
が
運
営
に
当
た
っ
た
が
、
格

別
の
混
乱
も
な
く
、
予
定
ど
お
り
進
行
議
事
を
裁
決
し
て
、
新
会

則
に
よ
り

一一
十
五
年
四
月
一
一
日
か
ら
再
建
発
足
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
こ
う
し
て
以
後
三
十
二
年
財
団
法
人
の
設
立
ま
で
運
営
さ
れ
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す
る
。

た
の
で
あ
る
。

こ
の
再
建
総
会
以
後
、
共
正
会
は
民
主
的
に
運
営
さ
れ
、
毎
年

の
総
会
は
盛
会
を
ぎ
わ
め
、
地
区
民
の
連
帯
感
は
一
段
と
高
ま
っ

て
来
た
が
、
法
人
設
立
に
よ
り
区
民
の

一
堂
に
会
す
る
機
会
が
失

わ
れ
、
薄
れ
て
ゆ
く
連
帯
感
は
否
め
な
い
現
況
で
あ
る
。

ち
な
み
に
青
壮
年
連
盟
参
加
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

新
村
藤
吉
、
村
田
一
二
夫
、
今
村
秀
夫
、
神
田
司
、
岩
切
操
、
今

別
府
操
、
佐
藤
（
現
福
永
）
正
人
、
野
村
行
男
、
延
時
力
蔵
、

岩
沢
典
男
、
中
久
保
春
記
（
そ
の
他
数
名
不
詳
、
順
不
同
）。

な
お
、
こ
の
改
革
史
は
、
竹
子
共
正
会
史
上
、
看
過
で
ぎ
な
い

も
の
と
し
て
補
完
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
残
念
な
こ
と
に
再
建
以

来
法
人
化
ま
で
の
経
過
記
録
は
会
則
以
外
残
さ
れ
て
い
な
い
。
し

た
が
っ
て
本
項
は
筆
者
の
記
憶
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
附
記

（
文責
•
新
村
藤
吉
）
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町
制
施
行
――-0周
年
を
記
念
し
て
、
郷
土
誌
発
刊
が
計
画
さ
れ

た
。
本
町
郷
土
誌
は
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
―
―
一
日
初
版
が
発
刊
さ

れ
て
い
る
が
、
今
回
は
そ
れ
以
後
約
一
五
年
間
の
動
き
を
記
録

し
、
初
版
の
続
編
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

昭
和
六
十
三
年
一
二
月
、
役
場
を
定
年
退
職
し
た
私
も
、
こ
の
事

業
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
に
ぶ
ん
に
も
企
画
力

に
乏
し
く
、
郷
土
誌
の
編
集
な
ど
専
門
的
な
知
識
も
才
能
も
全
く

な
い
者
、
ず
い
ぶ
ん
迷
っ
た
あ
げ
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
編
集
作

業
に
は
そ
れ
な
り
の
苦
労
も
あ
っ
た
が
、
各
機
関
・
団
体
を
は
じ

め
、
各
位
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
上
梓
に
こ
き
つ
け
た
。

数
力
月
に
わ
た
る
編
集
作
業
を
通
じ
て
「
記
録
・
保
存
」
し
、

「
後
世
に
伝
え
る
」
こ
と
の
重
要
さ
と
同
時
に
、
そ
の
困
難
さ
を

知
っ
た
。
最
近
の
よ
う
に
変
動
の
激
し
い
社
会
に
あ
っ
て
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
本
誌
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
不

備
・
不
充
分
で
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と
思
い
な
が
ら
も
、
不
足
す
る

点
も
多
く
、
ご
期
待
に
そ
え
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
た
い
。

な
に
ご
と
も
「
完
全
を
追
求
は
す
る
が
、
完
全
は
あ
り
得
な
い
」

編

集

後

記

こ
と
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
寛
容
願
う
次
第
で
あ
る
。

本
誌
が
広
く
町
民
の
皆
様
に
ご
愛
読
頂
き
、
今
後
の
溝
辺
町
発

展
に
、
い
さ
さ
か
で
も
貢
献
で
き
る
な
ら
ば
、
編
集
委
員
一
同
望

外
の
喜
び
で
あ
る
。

最
後
に
、
貴
重
な
資
料
を
御
提
供
く
だ
さ
っ
た
方
々
、
い
ろ
い

ろ
と
ご
助
言
ご
協
力
を
頂
い
た
諸
氏
に
、
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、

厚
く
御
礼
を
申
し
あ
げ
、
後
記
と
す
る
。

平
成
元
年
四
月
一
日

編
集
員
（
主
筆
）
向
井
田

孜
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